
と話 し合 つ てい ます 〇

綿 ，ここに針 て新 し如 拙 墳の構造性の問題恥 肥沃朋 あるが異常還元の脊

を即 か 舶 断 拓也 －・ 脚こ〒柘紳 だ凱 い新旧雌 て，妥当にか 得られる事

でもつ㍉ 普通水斑土粁 必ずしも矧 虹 訪 れる事ではないでしよう細 田土如 構

造性の間那 ウしかく簡単でほないよ うに思 われ ます0

○晴天 が続 き

土壌 の 乾 焼 か ら

坂 上 行 雄 （ 舶 濃試）

まる と土ほ 乾 燥す るG 土 の乾 燥 状 態 の違い と沸 水 后 の漏 水 通 風 こ

っいての一案政例な示す0

弟咽 捌 て脚 〕吃そう程度の違いと磯 水深

（ 一！7号 水田 ）
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明8月 9 月

たとえ砧土 郎 ・も 帖 が出れ易い」とミニ郷 地七掛 小島家か 三、ノ

削。 この対簸心 エ i代 ずきを充分行いますロー度乾 くと那 が出払 沙 なかもどり■だ

せん。」と。砂礫層土盛 で域帥 が問越にな り∴ 脚 つ渇 仰 止を契施する0 この対策の

一っ に消榔 勺だ が「 代 か き」 もあ る。次 に その －づ頚灸例を 示 す0
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1 乾篭 タ 4 連 判

j し〉ポッ 11で裸まを栽培 し ，、4、月上 旬以后ニヒ敷 浪 乾 させ（ p ぎ 4・2 寸前 まで ），通 水（ 最

大容水盛の 5〔絹 ）状馴 ごすると ∋過乾区は著 しく収二迂））

介ほ放水 区ぎこ比庶 L・て プ

・ －る。 し か も重芸菜 の無 槙戌

軌如こ不均衡な壬引 こその致収阻簿 の順序 ほ S i・0 2 一＞M g O ＞

さ帖 0 ＞ 曾 2 0 5 ＞ Ⅱ 2 C ェ C a O ゝ ユ寸に な つ た 。 （ （ニO r n ， 且1 でn ユ ご∫ユ ヨb 也e 七 ， 七 ○ご⊥a 七 0な

ど虹つい ては ノ若 干 た式分に 〉ういて 分かか る損 係 が粒 ぜ られ で ノ、る 0 ）

以」ニほ土温 桝 現に関 す る現 触 勺デ ータ な示 i一た ヰ，〟）で ．，・この現象 を 説明 した り発 展 させ

たりすろた 古ら基 甜 i勺に色 々 た離 頂 が含 ま れ で ．、る 。

そわ税 粥 ほ三三鮮 即 弓を研 究 す るノ心裏訂こゆづ る と して 現 象 の説 明 のみ を科 学 の在 り方 と

して終 らせ る事ほ 少な くと も農 業 の指斑 科 学 iこつ いて ほ許 さ謹■しな い気 が す る。
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○我 々現地の者はやは り 仁域 物 理 研究搾取家」が 自然多い事だろ う0 現地の一人 として

「±頗 郷 里研究 発展」 のために少な くとも阻害にな りた くないあで ，そ の範 囲内 で入会

を許 しておいて戴 きたい 0 （ 1 9 5 9 年 1 月）

研 究 室 の ゼ ミ ナ 〟 ル か ら

一 文献 紹．介 と 圃場 水 分 の 問 題 点一

葉 園 繁 （農技研化）

1． ま え が き

土壌 物班 研究会 の発足 ，会誌「土袋 の物理性」 の創刊を心か らお よろ こび申し上げ ます 0

私の所属 する研究室で は ，士嬢 水針 ′こ関す る研究が ，研究室 におけ る士劉 く分 累の研究か

ら ，作物 の栽 培 され て い る現場 の水 分 系〔 作物 一土 盛 水分 系 と呼 ん で い る ）の研 究 に移 つ

てき て い る。

この報告 も ，研 究 室 の こ の動 き と関 連 した も ので ；1 9 5 9年 2 月 ほ じめに 開 かれ た ゼ

ミで紹介 さ九た文献（ 紹介者 ほ筆濱 ）とその後で 自由 iこ討試 された刑場 水分 の問題点 の主

要なもので あ る。

乙 文 献 と そ の 主 な 内 容

紹 介 さ jtた 文 献 ほ ， J o u・r n a ユ O f 七 h e  B r l 七 土 s b 8 r a 日 昌 l a n 且 S o c l e 七 y ，

1 2 】一 1 9 5 9 の A ・ J g n ℃七土 a n 丘 R・ Ⅱ㊦土n o n 弧 （ フィ巧 ソド，～ ル ソキ 大 学 ） ：

E f 王■8 C 七 ○ ：F 且 8 で 0 ユ 土 a 七 土 O n  a n 且 S o i ・ ユ n 0 1 β 七 n r ∈ ∋ O n  g r a S S l a n 且

r o －g r O Ⅶ七h で あ るロ J 誌n モモ土 は ク 植 樹 艮独 白で ほ ，1 ～ 2 気 圧 （・叩 5・□～ 5・5

附う丘 ）よ り大 きな 張力 下 の水 分 を吸 うこと はで きな い け れ ど も ，業 画 素 数 を伴 うこ とに よ

って ，植掛 主よ り免 除択態 の士劾 らゝも水分を吸収で きる・クとい う理論 を提 唱 し∴ 1 9 5 5

年 0・ ？ o h コa k a l l 土S  a n d ． S ． A n t ま 1 a に よ っ て そ の 信 頼 性 が 試 晩 （ ポ ッ ト ） さ

れていた。

こ の研究 は ，J 誌n ℃七1 の型 論 を 節操 で 実 証 す る こ とを 目的 としてい る。

阻場試験ほ ，表層が後期 氷河の産 物で ある al l 11 V i a l e l 瓦y 吐 ヒ填 で行われた。

土層断熱 まロ～ 2 0 cm はよく団粒化 した C l a y l O a 皿 で腐緻含量 は約 5 承 ，2 0 ′－
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